
【空知南西部支所：地域係】

課題番号15

水稲新品種「そらきらり」の安定生産

～ 「そらきらり」疎植栽培における窒素施肥量の確立 ～

対象：南幌町・長沼町「そらきらり」作付け農業者25戸

１ 活動の背景

２ 活動の経過

水稲新品種「そらきらり」は中食・外食向け用途に適した食味特性で、従来
の「きらら397」や「そらゆき」と比べ多収で、所得向上が見込める品種である。
「そらきらり」は令和5年度に優良品種となり、疎植栽培と組み合わせた栽培方
法が地域で普及しているが、「そらきらり」の疎植栽培における窒素施肥量が
定まっていない現状にある。

「そらきらり」の疎植栽培における窒素施肥量の多少による生育・収量・品
質を確認するため、南幌町および長沼町に試験ほを設置し、農家に周知した。

※疎植栽培とは、株間を広げて移植する栽培方法。
必要苗箱数を減らせるため低コストで省力的。
多肥栽培と組合せて栽培している事例が多い。

成苗ポット約45枚/10a 成苗ポット約26枚/10a

生育調査

栽培講習会

○南幌町試験ほ耕種概要（前作水稲 連作田）

N (内側条) P K

標肥標植 15.5 9.9(3.5) 10.7 9.9

標肥疎植 24.2 9.9(3.5) 10.7 9.9

多肥疎植 24.2 12(3.5) 10.7 9.9

そらゆき 標肥疎植 23.5 12.3(3.5) 8.4 7.8

きらら397 標肥標植 15.6 9.9(3.5) 10.7 9.9

株間

(㎝)

施肥量(kg/10a)

そらきらり

品種 区

○長沼町試験ほ耕種概要（前作大豆 復元田）

※標肥区窒素施肥量は復元田１年目での窒素施肥量
８kg/10a＋疎植による増肥２kg/10aが目安。

N (内側条) P K

多肥区 26 12.3(3.6) 8.6 7.4

標肥区 26 10.2(3.6) 8.6 7.4
そらきらり

施肥量(kg/10a)
品種 区

株間

(㎝)

施肥改善実施戸数（現況０戸⇒目標２戸）

※農研本部「空育195号」より引用



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

・復元田１年目疎植栽培の場合は、全窒素量10kg/10aを目安に、土壌診断によ
りほ場の地力窒素に応じた窒素施肥を目指す。
・「そらきらり」は他品種より収量性が高いため実用的であるが、耐倒伏性や
玄米品質がやや劣るため、肥培管理や収穫時期に留意する必要がある。

「そらきらり」の栽
培特性もわかったし、
来年度は面積割合を
増やす予定だよ。

施肥改善実施
農家(南幌町)

収量調査結果

収量調査結果

「そらきらり」の疎
植栽培に合った窒素
施肥量がわかって良
かったよ。来年度に
活かしたいね。

施肥改善実施
農家(長沼町)

㎡穂数 一穂籾数 総籾数 稔実歩合 千粒重

(本) (粒) (粒/㎡) (％) (g)

標肥標植 545 67.9 37,036 93.5 23.4

標肥疎植 525 87.2 45,751 83.3 24.1

多肥疎植 550 77.1 42,383 84.5 23.3

そらゆき 標肥疎植 619 57.0 35,280 86.6 24.5

きらら397 標肥標植 612 57.8 35,367 89.7 23.5

品種

そらきらり

区

㎡穂数 一穂籾数 総籾数 稔実歩合 千粒重

(本) (粒) (粒/㎡) (％) (g)

多肥区 641 77.0 49,369 92.2 23.2

標肥区 567 84.5 47,950 93.9 23.4

区

・疎植により一穂籾数、
総籾数が過多となり精玄
米重は標肥標植区よりも
減収した。稔実数が少な
くなったことやデンプン
転流の効率が悪くなった
ことが要因と考えられる。

・多肥により穂数は増加したが、総籾数、千粒
重は標肥区と同等であり、収量比95%であった
ことから、疎植栽培において窒素＋２kg/10a増
肥による増肥効果は低いと考えられる。

南幌町

長沼町

収量構成要素調査結果

収量構成要素調査結果


